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File.7   常盤  哲也【学術研究院理学系 助教（テニュア・トラック）】

File.8   今井  典子【医学部附属病院 麻酔科蘇生科 医員】

File.9   茅野  理恵【学術研究院教育学系 助教】

File.10 徳井 丞次【副学長（広報担当）／経法学部長 ／学術研究院社会科学系 教授】

資料編　信州大学男女共同参画推進センターの概要
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座談会   私たちの考える ライフデザイン

6X)5H 　本学は平成 28年 4月1日に、「男女共同参画推進センター」を開設しました。センター内には、「意

識啓発部門」、「女性研究者等支援部門」、「ワーク・ライフ・バランス推進部門」を置き、信州大学のす

べての構成員が個性と能力を十分に発揮することができる職場・教育環境の実現をめざしています。

　「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」が制定されましたのを受け、

本学では「採用した常勤教員に占める女性教員の割合を20%以上にする」「女性教職員の管理職比率

を10%以上にする」の 2つの目標を掲げています。学内での取組は確実に成果をあげていますが、課

題も多くあり、女性教員比率は全国平均を下回っており、事務系職員の管理職に占める女性比率も全国

平均に届かず、まだまだ努力を続けていかなければならない現状です。

　信州大学には、年齢、性格、国籍、価値観の異なるいろいろな人が、夢の実現に向け、学び、また、

働いています。本誌では、ダイバーシティの観点から、若手研究者、専門職、事務職、外国人教員、

管理職等のロールモデルを選出しました。ロールモデルのみなさんには、仕事と家庭のバランスのとり

方、学生さんへのメッセージをご寄稿いただきました。

　今年度は、学生のみなさんの男女共同参画に対する意識が高まるよう講義を開講しました。受講生

は男女共同参画の意義や現状などを学び、その視点を取り入れて35歳までの各自のキャリアをデザイ

ンしました。その延長として、座談会を行い、学友や大学で働く教職員にそのプランを説明し、意見交

換を行うとともに人生の先輩からアドバイスを受けました。その様子を掲載いたしました。

　ひとりの人間として職業や生き方について自己選択していくことを大切にし、個人の能力を最大限に

発揮できるようになることを期待しています。

平成29年１月

高崎  禎子
男女共同参画推進センター長
学術研究院教育学系教授
教育研究評議会評議員

信州大学の教職員
学生を含めた構成員の一人ひとりが
輝く環境をめざして
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